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梅
雨
の
晴
れ
間
、海
と
田
畑

が
広
が
る
三
浦
へ
写
真
家
の
原

田
先
生
に
同
行
し
て
撮
影
ツ

ア
ー
に
出
か
け
ま
し
た
。　

　
今
回
の
み
ほ
と
け
は
ご
存
知

「
鎌
倉
殿
の
13
人
」の
ひ
と
り

侍さ
む
ら
い
ど
こ
ろ所

初
代
別べ

っ
と
う当

（
鎌
倉
幕
府

軍
事
長
官
）、勇
猛
で
弓
の
名
手

と
し
て
知
ら
れ
た
和わ

だ田
義よ

し

盛も
り

公

の
念
持
仏
、薬
師
三
尊
仏
で
す
。

　
像
の
安
置
さ
れ
て
い
る
三
浦

市
初は

っ
せ声

町
和
田
、天て

ん

養よ
う

院い
ん

（
浄
土

天
養
院
・
薬
師
三
尊
仏

題
字
は
建
長
寺
派
管
長
　
吉
田
　
正
道

（122)

文
　
　
永
井
宗
直

写
真
　
原
田
　
寛

と
、薬
師
さ
ま
の
ひ
び
割
れ
た

顔
や
胸
に
か
け
て
血
が
流
れ
出

て
身
代
わ
り
に
な
っ
た
そ
う
で

す
。義
盛
は
こ
の
像
を
念
持
仏

と
し
て
深
く
信
仰
し
ま
し
た
。

　
歴
史
も
古
く
、平
安
時
代
の

作
で
、作
者
は
行ぎ

ょ
う
き基
（
奈
良
時

代
の
僧
）と
伝
え
ら
れ
、一
木
造

り
で
特
徴
的
な
衣え

も
ん文

は
流
れ
る

よ
う
に
深
い
翻ほ

ん
ぱ波

式
彫
刻
法
で

見
事
に
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

右
に
日
光
菩
薩
、左
に
月
光
菩

薩
を
脇
侍
、さ
ら
に
十
二
神し

ん
し
ょ
う将

も
眷け

ん

属ぞ
く

し
て
い
ま
す
。

　
義
盛
は
豪
傑
の
武
者
と
知
ら

れ
ま
す
が
そ
の

実
、
情
に
厚
く
、

身
代
わ
り
薬
師

を
深
く
信
仰
し

た
そ
う
で
す
。

　
戦
勝
の
加
護

と
身
の
安
泰
、そ

し
て
和
田
の
郷

に
暮
ら
す
人
々

の
病
苦
を
除
き
、

見
守
っ
て
き
た

薬
師
さ
ま
。大
き

く
ひ
び
割
れ
し

た
そ
の
お
顔
は

戦
国
武
将
の
俤

お
も
か
げ

と
慈
悲
に
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

　
一
木
造
り
、彫
眼
。

　
像
高
＝
薬
師
如
来
75
・
５
㎝
、

日
光
菩
薩
1
1
1
・
０
㎝
、

月
光
菩
薩
１
１
１
・
５
㎝
。

平
安
時
代
。
県
重
文
。

宗
五ご

こ
う劫

山ざ
ん

天
養
院
宝
泉
寺
）の

ご
住
職
に
話
を
お
聞
き
し
ま
し

た
。像
は
元
、天
養
院
の
斜は

す

向
か

い
に
あ
っ
た
安
楽
寺
（
天
養
院

末
寺
、廃
寺
）の
本
尊
で
、義
盛

の
館や

か
た

の
鬼
門
除
け
（
北
東
）の

鎮
護
と
し
て
代
々
護
持
さ
れ
て

き
た
と
伝
え
ら
れ
ま
す
。

　
伝
説
に
よ
る
と
、義
盛
が

建け
ん
り
ゃ
く暦
の
合
戦
で
刀
傷
を
受
け
て

の
帰
り
、こ
の
御
仏
の
前
に
額ぬ

か

ず
い
て
存
命
の
喜
び
を
祈
る

お
さ
ら
ぎ
が
鎌
倉
芸
術
館
で

開
い
た
第
34
回
定
期
演
奏
会

の
チ
ャ
リ
テ
ィ
募
金
を
、
６

月
17
日
、
ア
ル
ペ
な
ん
み
ん

セ
ン
タ
ー
に
50
万
円
、
東
日

本
大
震
災
記
録
映
画
制
作
支

援
の
会
に
11
万
円
を
寄
付
し

た
＝
写
真
は
練
習
会
場
で
。

　
同
団
は
１
９
８
８
年
に
設

立
し
、
こ
れ
ま
で
１
７
０
０

万
円
以
上
寄
付
し
て
い
る
。

　
演
奏
会
は
４
月
30
日
３
年

ぶ
り
に
開
催
。
コ
ロ
ナ
禍
で

活
動
休
止
中
、
退
会
者
も
出

て
２
６
０
人
ほ
ど
い
た
団
員

が
１
８
０
人
に
な
っ
た
。

　
主
宰
で
鎌
倉
合
唱
連
盟
理

事
長
の
佐
藤
ゆ
り
さ
ん
は

「
合
唱
は
免
疫
力
を
あ
げ
、

誤
嚥
性
肺
炎
を
防
ぐ
。
足
腰

を
弱
ら
せ
な
い
た
め
に
も
外

に
出
て
仲
間
と
と
も
に
歌

い
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
の
演

い
る
地
場
産
業
の
鎌
倉
彫
と

の
コ
ラ
ボ
だ
っ
た
。

　「
組
合
の
皆
さ
ん
も
企
画

に
賛
同
し
て
い
た
だ
き
、新

し
い
道
が
開
け
た
」と
三
月

さ
ん（
70
）。月
野
さ
ん
（
43
）

は
「
無
事
、奉
納
を
終
え
て

ほ
っ
と
し
た
気
持
ち
だ
」と

笑
顔
を
輝
か
せ
て
い
た
。

　
伝
統
鎌
倉
彫
事
業
協
同
組

合
と
鎌
倉
は
ん
こ
の
共
同
で

制
作
し
た
鎌
倉
彫
御
朱
印
が

完
成
し
、６
月
21
日
鶴
岡
八

幡
宮
へ
の
奉
納
式
が
行
わ
れ

た
＝
写
真
。

　
完
成
し
た
御
朱
印
10
体

が
、同
組
合
の
三
月
一
彦
理

事
長
や
制
作
に
関
わ
っ
た
鎌

倉
彫
職
人
の
博
古
堂
・
後
藤

尚
子
さ
ん
ら
約
10
人
と
、同

店
代
表
で
印
章
彫
刻
士
の
月

野
允み
つ
ひ
ろ
裕
・
千
恵
子
夫
妻
ら
の

手
で
同
八
幡
宮
本
殿
に
運
ば

れ
、松
尾
崇
鎌
倉
市
長
ら
の

参
列
の
も
と
、祈
祷
さ
れ
奉

納
さ
れ
た
。

　
鎌
倉
彫
の
御
朱
印
の
構
想

は
、月
野
さ
ん
が
３
年
前
に

考
え
、鎌
倉
を
地
域
が
一
丸

と
な
っ
て
盛
り
上
げ
る
た
め

の
事
業
と
し
て
２
０
２
１
年

に
「
鎌
倉
市
元
気
ア
ッ
プ
事

業
」に
認
定
さ
れ
た
。

　
御
朱
印
の
大
き
さ
は
６
・

８
㎝
四
方
、高
さ
６
㎝
な
ど

　
対
面
で
の
会
議
、

食
事
の
回
数
が
戻
っ

て
き
た
よ
う
に
感
じ

て
い
ま
す
▼
「
リ

モ
ー
ト
飲
み
」
の
よ

う
に
交
流
の
機
会
も
あ
っ
た

の
で
す
が
、
同
じ
会
話
だ
と

し
て
も
、
や
は
り
対
面
で
の

会
話
は
ホ
ッ
と
し
ま
す
し
、

腑
に
落
ち
る
こ
と
が
多
い
と

感
じ
る
の
は
ア
ナ
ロ
グ
人
間

な
の
で
し
ょ
う
か
▼
人
力
車

に
乗
っ
て
い
る
観
光
客
も
映

像
だ
け
で
は
体
験
す
る
こ
と

の
で
き
な
い
「
車
夫
の
息
遣

い
、
心
地
よ
い
揺
れ
、
風
を

切
る
爽
快
感
」
な
ど
を
楽
し

ん
で
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す

▼
リ
モ
ー
ト
の
経
験
が
対
面

の
充
実
さ
、
大
切
さ
を
浮
き

彫
り
に
し
て
く
れ
た
と
感
じ

ま
す
。
け
れ
ど
も
小
さ
な
画

面
か
ら
色
々
な
情
報
が
簡
単

に
得
ら
れ
る
の
は
本
当
に
便

利
で
す
▼
電
車
の
乗
客
を
見

渡
す
と
大
半
が
ス
マ
ホ
を
見

て
い
ま
す
が
、
外
の
景
色
も

素
敵
で
楽
し
め
ま
す
よ
。
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
Ｎ
）

　
▼
鶴
岡
八
幡
宮
の
七
夕
祭
　

７
日
17
時
、
鶴
岡
八
幡
宮
。

　
▼
大
町
・
八
雲
神
社
例
祭
９

～
11
日
。９
日
９
時
半
例
大
祭
、

関
係
者
の
み
。
13
時
神
幸
祭
。

　
▼
天
王
祭
　
10
日
関
係
者
の

み
。
小
動
神
社
・
江
の
島
八
坂

神
社
の
合
同
祭
礼
。

　
▼
三
門
梶
原
施
餓
鬼
　
15
日

８
時
、
建
長
寺
。

　
▼
亀
岡
八
幡
宮
例
祭
　
16
日

11
時
式
典
、
関
係
者
の
み
。
13

時
神
幸
祭
。

　
▼
石
上
様
の
例
大
祭
　
18

日
、
関
係
者
の
み
。
御
霊
神
社

（
坂
ノ
下
）。

　
▼
三
浦
義
明
墓
前
祭
　
22
日

関
係
者
の
み
。
来
迎
寺
。

　
▼
荏
柄
天
神
社
例
祭
　
24
日

16
時
半
宵
宮
、
関
係
者
の
み
。

25
日
10
時
半
例
祭
。
　

　
▼
開
山
忌
　
23
・
24
日
関
係

者
の
み
。
建
長
寺
。

　
▼
観
蓮
会
30
・
31
日
光
明
寺
。

　
▼
献
灯
会
31
日
17
時
半
海
岸

回
向
、
18
時
法
要
。
光
明
寺
。

【
海
水
浴
場
の
開
設
】

　
〇
鎌
倉
市
海
水
浴
場
　
７
月

１
日
～
８
月
31
日
。

　
〇
逗
子
海
水
浴
場
　
７
月
１

日
～
９
月
４
日
。

　
〇
葉
山
町
海
水
浴
場
　
７
月

１
日
～
８
月
31
日
。

　
〇
藤
沢
市
海
水
浴
場
▽
片
瀬

東
浜
、
片
瀬
西
浜
・
鵠
沼
７
月

１
日
～
８
月
31
日
▽
辻
堂
７
月

16
日
～
８
月
31
日

7月

地
元
職
人
が
共
同
制
作

「
鎌
倉
彫
御
朱
印
」
八
幡
様
へ
奉
納

61
万
円
を
寄
付

義
時
公
お
位
牌

ム
ジ
カ
お
さ
ら
ぎ

会
員
募
集
中

覚
園
寺
で
開
眼
法
要

２
種
類
。材
料
に
ツ
ゲ
と
、鎌

倉
市
の
「
市
の
木
」で
あ
る

ヤ
マ
ザ
ク
ラ
を
用
い
、装
飾

部
に
鎌
倉
彫
を
施
し
た
。印

影
部
に
は
元
々
使
わ
れ
て
い

る
鶴
岡
八
幡
宮
の
印
章
を
忠

実
に
写
し
、彫
刻
仕
上
げ
加

工
し
、何
百
年
先
も
残
る
よ

う
な
し
っ
か
り
と
し
た
も
の

作
り
を
目
指
し
た
。新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

ま
ん
延
防
止
で
テ

レ
ワ
ー
ク
が
推
進

さ
れ
、「
印
鑑
不
要

論
」が
持
ち
上
が
っ

た
最
中
の
印
章
店

と
、衰
退
し
か
け
て

　
清
々
し
い
晴
天
の
６
月
13

日
、
覚
園
寺
（
鎌
倉
市
二
階

堂
）
本
堂
薬
師
堂
で
北
条
義

時
公
の
「
位い
は
い牌
開
眼
法
要
」

が
行
わ
れ
、
仲
田
順
昌
住
職

（
49
）
ら
の
先
導
で
、
同
寺

の
役
員
、
位
牌
の
制
作
に
あ

た
っ
た
伝
統
鎌
倉
彫
事
業
協

同
組
合
の
組
合
員
ら
が
参
列

し
た
＝
写
真
。

　
同
寺
薬
師
堂
の
前
身
は
義

時
公
が
１
２
１
８
年
に
建
立

し
た
大
蔵
薬
師
堂
と
い
わ
れ

る
。
大
河
ド
ラ
マ
で
注
目
さ

れ
る
本
年
、
寺
の
起
源
と
な

る
義
時
公
の
お
位
牌
を
作
製

お
祀
り
し
後
世
に
残
そ
う
と

発
願
し
、
檀
家
ら
の
賛
同
寄

進
を
得
て
、
義
時
公
の
７
９

９
回
目
命
日
に
供
養
し
た
。

　
鎌
倉
彫
で
制
作
さ
れ
た
お

位
牌
は
高
さ
60
㎝
ほ
ど
。「
當

寺
本
願
北
條
寺
殿
徳
崇
大
居

士
」
と
彫
ら
れ
て
い
る
。
法

要
で
、
お
位
牌
が
人
々
の
心

を
つ
な
ぎ
、
生
き
る
人
に
一

所
懸
命
の
勇
気
と
元
気
、
知

恵
を
与
え
つ
づ
け
る
こ
と
を

願
う
と
表
白
文
が
読
み
上
げ

ら
れ
た
。

　
60
歳
以
上
の
団
員
か
ら
な

る
鎌
倉
混
声
合
唱
団
ム
ジ
カ

奏
会
を
励
み
に
生
き
生
き
と

し
た
生
活
を
お
く
っ
て
ほ
し

い
」
と
呼
び
か
け
る
。
練
習

は
毎
週
金
曜
の
午
前
中
、
市

内
の
ホ
ー
ル
で
。
佐
藤
方
☎

０
４
６
７
・
25
・
４
６
２
４

「
修
理
は
お
ま
か
せ
」

お
も
ち
ゃ
病
院
鎌
倉

　
壊
れ
た
「
お
も
ち
ゃ
」
を

無
料
で
修
理
す
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
お
も

ち
ゃ
病
院
鎌
倉
」
が
今
年
、

開
設
20
周
年
を
迎
え
た
。
現

在
、
30
代
～
80
代
の
会
員
の

お
も
ち
ゃ
ド
ク
タ
ー
19
人
が

活
動
を
展
開
す
る
＝
写
真
。

　
会
員
た
ち
が
知
恵
を
出
し

合
い
な
が
ら
お
も
ち
ゃ
を
修

理
し
て
、
次
の
活
動
日
に
引

き
渡
す
。
費
用
は
原
則
と
し

て
無
料
で
、
部
品
な
ど
の
実

費
が
か
か
る
。

　
会
長
の
大
嶋
武
志
さ
ん

（
75
）
は
、「
子
ど
も
た
ち
と

喜
び
を
共
有
で
き
る
の
が
何

よ
り
。
コ
ロ
ナ
禍
で
自
粛
し

て
い
た
活
動
を
再
開
し
、
人

手
も
あ
る
の
で
ぜ
ひ
利
用
し

て
ほ
し
い
」
と
話
す
。

　
第
１
水
曜
と
第
３
土
曜
は

市
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
☎
23
・

１
０
７
５
）、第
４
火
曜
は
笛

田
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

（
☎
32
・
９
０
９
４
）で
午
前

10
時
～
午
後
２
時
の
受
付
。

持
ち
込
み
は
一
人
１
点
、各

セ
ン
タ
ー
へ
事
前
予
約
を
。


